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「人生会議」を初めて知ったのは、今
年２月の講演会。最近、身近な人が悪
性の病気で亡くなったこともあり、誰
しもが真剣に向き合うことだと思いま
した。
　人生会議に当たっては、自分の希望
を伝えることで家族に過大な負荷がか
かると思う人もいるかと思います。し
かし、「もしも」はいつ来るか分かりま
せん。思いを知ってもらうことは、自
分はもちろん、家族にとっても大きな
意味を持つと思います。

健康であっても年を重ねるごとにだ
んだんと体力も低下していきます。「も
しも」が来る前に家族や信頼できる人
と話し合いましょう。

使用者の住所地・本籍地区分 使用料
（1体当たり）

市内に住所がある 11万円

市内に本籍があり、
市外に住所がある 16万5千円

人
生
会
議
漫
画
・
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す

◉
配
布
場
所

い
き
い
き
長
寿
課
、
各
地
区
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
都
城
市

北
諸
県
郡
医
師
会
（
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

都
城
市
・
三
股
町
の
医
療
機
関
な

ど

や
ろ
う
よ
！
人
生
会
議

「
人
生
会
議

（
ア
ド
バ
ン
ス
・

ケ
ア
・
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
）」
と
は
、

も
し
も
の
時
の

た
め
に
、
自
分

に
と
っ
て
大
切

な
こ
と
や
希
望

す
る
医
療
ケ
ア

な
ど
を
前
も
っ
て
自
分
で
考
え
、
家
族
な

ど
信
頼
で
き
る
人
と
繰
り
返
し
話
し
合
う

こ
と
で
す
。

誰
し
も
命
に
関
わ
る
大
き
な
病
気
や
け

が
を
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
命
の
危

険
が
迫
っ
た
状
態
に
な
る
と
、
約
70
㌫
の

人
は
医
療
ケ
ア
な
ど
を
自
分
で
決
め
た
り
、

希
望
を
伝
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
生
会
議
で

自
分
の
気
持
ち
や
望
み
を
信
頼
で
き
る
人

に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
最
期
ま
で
自

分
ら
し
く
生
き
る
た
め
で
あ
る
と
と
も
に
、

そ
の
人
た
ち
に
と
っ
て
も
大
き
な
助
け
に

な
り
ま
す
。
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
う
ち
に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
書
こ
う

人
生
会
議
後
は
、
話
し
合
っ
た
内
容
を

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
書
き
留
め
ま

し
ょ
う
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
、
病

気
や
け
が
で
意
思
表
示
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
も
、
家
族
な
ど
自
分
に
代

わ
っ
て
判
断
す
る
人
が
そ
の
内
容
を
知
る

こ
と
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

希
望
や
思
い
が
時
間
と
と
も
に
変
化
し

た
り
、
健
康
状
態
に
よ
っ
て
変
わ
っ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
に

振
り
返
り
、
何
度
で
も
繰
り
返
し
話
し
合

い
、
書
き
直
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
家
族
や
周
囲
の
信
頼
で
き
る
人
に
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
書
い
て
い
る
こ
と

や
保
管
場
所
を
伝
え
て
お
き
、「
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
の
内
容
＝
あ
な
た
の
希
望
」

を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

自
ら
の
最
期
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
や

誰
か
と
話
し
合
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

市
で
は
、市
民
一
人
一
人
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、在
宅
医
療
・

介
護
連
携
推
進
事
業
を
通
し
て「
人
生
会

議
」の
普
及
・
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
長
寿
課

	

☎
23
-２
６
８
５

お
盆
期
間
中
の
墓
参
り
の
際
は
、混
雑
緩
和
に
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、お
骨
の
移
動
や

墓
じ
ま
い
は
、手
続
き
が
必
要
で
す
。	

◎
問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課　

☎
23
-２
１
３
０

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に

早鈴町高齢者クラブ会長

野口 直
なお　のり

矩 さん
（早鈴町）

野
生
動
物
を
す
み
着
か
せ
な
い
で

近
年
、
市
街
地
で
も
目
撃
さ
れ
て
い
る

タ
ヌ
キ
や
ア
ナ
グ
マ
。
里
山
に
生
息
し
て

い
る
動
物
が
、
す
み
家
と
な
る
環
境
が
あ

る
こ
と
で
住
宅
地
に
す
み
着
い
て
し
ま
い
、

家
庭
菜
園
の
食
害
や
ふ
ん
害
な
ど
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
野
生
動
物
の
食
料
と
な

る
生
ご
み
や
ペ
ッ
ト
の
餌
な
ど
を
外
に
放

置
し
な
い
こ
と
や
、
隠
れ
場
と
な
る
よ
う

な
場
所
を
作
ら
な
い
な
ど
の
対
策
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

被
害
防
止
対
策
の
取
り
組
み

各
地
域
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
班
（
猟
友
会

員
）
で
は
捕
獲
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
有
害
鳥
獣
監
視
員
が
市
内
を
巡
回

し
、
被
害
状
況
の
調
査
や
追
払
い
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

お
盆
の
墓
参
り
の
注
意
点

【
駐
車
場
と
交
通
規
制
】

市
営
墓
地
は
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
営
墓
地
周
辺
の
混
雑
解

消
の
た
め
、
市
道
の
一
部
を
交
通
規
制
し

ま
す
。
自
家
用
車
で
の
墓
参
り
は
で
き
る

だ
け
控
え
、
自
家
用
車
を
利
用
す
る
場
合

は
、
警
備
員
の
誘
導
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
8
月
11
日
㈰
・
13
日
㈫
・
15
日

㈭
は
、
東
・
西
・
北
墓
地
に
臨
時
駐
車
場

を
開
設
し
、
看
板
を
設
置
し
ま
す
。
看
板

の
な
い
場
所
に
は
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。

※
8
月
13
日
㈫
・
15
日
㈭
は
、
交
通
規
制

有
り

【
供
え
物
な
ど
の
処
分
】

供
え
物
な
ど
を
家
庭
ご
み
と
し
て
出
す

場
合
は
、
市
の
ご
み
分
別
方
法
に
沿
っ
て

処
分
く
だ
さ
い
。
特
に
、
針
金
が
使
わ
れ

て
い
る
造
花
や
ち
ょ
う
ち
ん
は
、「
燃
や

せ
な
い
ご
み
」で
す
の
で
、注
意
く
だ
さ
い
。

被
害
防
止
対
策
へ
の
市
の
支
援

【
電
気
柵
設
置
助
成
】

◉
対
象　

市
税
の
滞
納

が
な
い
市
民

◉
対
象
物　
電
気
柵
一

式◉
補
助
率　
60
㌫
以
内

※
令
和
６
年
９
月
末
ま

で
の
申
し
込
み
分
を
、
令
和
７
年
度
に

補
助
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
補
助

率
・
台
数
の
制
限
あ
り

【
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
設
置
】

◉
対
象　
市
税
の
滞
納

が
な
い
３
戸
以
上
の
農

家◉
対
象
物　
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
（
電
気
柵

複
合
含
む
）
の
貸
与

◉
補
助
率　
資
材
費
１
０
０
㌫
（
上
限
有
。

自
力
施
工
）

【
狩
猟
免
許
取
得
助
成
】

◉
対
象　
市
税
の
滞
納
が
な
い
市
民
で
新

た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
し
、
県
内
で
狩
猟

登
録
を
行
っ
た
人

◉
補
助
率　
狩
猟
免
許
取
得
お
よ
び
狩
猟

登
録
に
係
る
経
費
の
３
分
の
２
以
内

墓
じ
ま
い
の
と
き
は

墓
地
が
不
要
と
な
っ
た
ら
、
お
骨
の
移

動
と
併
せ
て
、
墓
石
や
祭
壇
な
ど
の
撤
去

や
整
理
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

都
城
市
上
長
飯
霊
地
公
園
合
葬
墓

本
合
葬
墓
は
、
使
用
者
か
ら
骨
壺
を
預

か
り
保
管
す
る
お
墓
で
す
。
使
用
者
は
掃

除
な
ど
が
必
要
な
く
、
お
墓
を
引
き
継
ぐ

人
が
い
な
い
場
合
で
も
、
合
葬
墓
は
市
で

管
理
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以

上
な
ど
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
生
前

予
約
も
可
能
で
す
。
合
葬
墓
使
用
許
可
の

際
は
、
次
の
使
用
料
を
納
付
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

森
林
保
全
課　

☎
23
-２
１
５
２

知
っ
て
く
だ
さ
い
！

鳥
獣
被
害
対
策
の
取
り
組
み

お
盆
の
墓
参
り
と
お
墓
の
手
続
き

2,945 2,880 

3,434 

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

有害鳥獣捕獲実績の推移

イノシシ シカ サル
アナグマ カラス

（単位：頭・羽） 「もしも」が来る前に
話し合いを


